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＜患者様連絡事項＞

・晴山　長司様～腹部膨満あり主治医診察し１０/２(火)の夕方からセンナリド（下剤）１錠処方となっています。今まで通りシンラック液１０滴も内服させてください。排便状態・腹痛・腹部膨満感の観察をしていきましょう。また、健忘症状がある方なのでトイレに入った際に排便の有無、量、性状の確認をしていきましょう。活動性が低下していること、おやつを摂取している為１０/２の夕方から食事形態の変更あり、糖尿病食２０単位になっています。祭りでの間食は主治医の許可がでています。

・島川　貴仁様～１０/３(火)にツベルクリン反応検査行います。検査伝票はDrファイルにいれています。忘れずに確認してください。

・庭田　智樹様～１０/２(月)に八戸赤十字病院受診され、肝硬変と診断されています。倦怠感や黄疸、上腹部痛などの身体症状の観察をしていきましょう。本人、肝硬変と診断されたことにショックを受けている様子の時は、スタッフから話し掛け悩んでいる事を聞いて所在確認もしていきましょう。

・宮本　健蔵様～主治医診察し「考え込んでしまう。」と話し落ち着かない感じもするとの事で、１０/２の夕方からタスモリン(副交感神経遮断薬)３×/１０処方となっています。鼻水・咳等のかぜ症状見られる為、PL(総合感冒薬)３日分処方となっています。

・伊藤　義彦様～臨時薬が同内容で処方されています。以後定期処方となります。セロクエル(100)6T(精神神経用剤)、ロヒプノール(1)催眠鎮静剤、センナリド２T(下剤)

　　　　　　　　現在は作業、プログラムへの参加状況良く他者と麻雀して過ごす事も多いです。接触性も良好であり今では、「考えた事もよくまとまって話ができるようになった」と話している。その他の陽性症状もみられていません。今月家族面談をする予定です。

・中森　みや子様～本人から食前薬を止めてほしいとの訴えあり、食前薬飲みきり止めとなっています。

＜週間連絡＞

· １０/３(火)　皮膚科

· １０/５(木)　歯科受診

· １０/７(土)　青仁会まつり～病棟にいるスタッフの人数が少ない為、協力して行っていきましょう。

＜看護度評価　検討Ｂ＞

・宮本　健蔵様～考え込んでしまったり、落ち着かない感じがすると本人からの訴えがあり症状安定していない為、ＣからＢ‐Ⅲへ移動しています。

・佐藤　節子様～症状落ち着いており外出訓練では、市役所に行かれ分からないところは自ら質問できている為Ｂ‐ⅣからＣ‐Ⅳと検討していますがどうでしょうか？

＜田名部Ｄｒ担当患者様診察状況＞

・本多　富美様～本人より、「おやつを食べれない意味があるのでしょうか。」と話されています。そのことに対し、血液のデータや肝機能が改善してからまだ間もない為引き続きおやつは制限していくことを説明し、了承されています。まだ血圧高めの為、コリネール(血管拡張剤)処方となっています。青仁会まつりでは、出店での間食はよいと許可がでています。

・島川　貴仁様～希死念慮などの重い抑うつ症状は軽減傾向にあり、本人も気分は落ち着いてきたと話しています。１６日は奥様の法事の為、弘前に一日外出希望されており主治医より許可がでています。

・早狩　千賀子様～気分は落ち着いてきてはいるが、気分にまだ波があると話されています。今後の事について話し合う為、２４日の外泊から戻られた後１６：００からDrと面談を行なう予定です。

・三村　れい子様～外泊中です。症状は落ち着いています。外泊から戻られた後１０/５(木)１５：３０以降に家族面談行なう予定です。

・加賀谷　芙美子様～ほとんどベッド上で過ごされている為、インスリン(血糖降下剤)をする時は自分から声を掛けることを目標にしています。「低血圧だから」と話され部屋に居る事多いですができる事から参加させるようにと説明しています。

本人から便がゆるいとの訴えあり、アローゼン(下剤)飲み切り止めとなり、４日からカマ(整腸剤)に変更になります。青仁会祭りでは出店での間食は良いと許可がでています。

・若松　澄子　様～じりじり感の訴えが継続して聞かれる為、デパケンR(抗てんかん薬)２×朝・夕/２Tが飲み切り止めとなり１０/４(水)の昼食後薬テグレトール(抗てんかん薬)３×ｎｄE/７T処方となっています。じりじり感の有無の確認行っていきましょう。

